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亙
，，メリカで躊題の
調構屠ポケット菫遍鱚

(8倍～10倍）

30センチの近い距離力ら、無限大の遼い

ところまで見ることができる、大変便利な

携帯用単眼望遠鏡です。

だとえば、読雲、テレピ、黒板の文字、

バス ・竃車の時刻表、百先ネ票示、建物、 看

板等を、見るのに霰適です。合まで、顔を

つけるようにして読雲 したり、テレビや罵

板の文字を見ていたごく視力の弱い方毛、

これガあれば普適の視力の人と同じように

離れだところ力らでも楽に見ることガでき

ま弓。

ぜひ、 弱視の方にあすすめ下さい。

0 8倍20ミリ (WS-820)ヶースけ
（長さ約9cm至近距離約30cm)

0 8倍30ミリ(WS-830)多1去プクーレンズit ¥9500 

（長さ約13cm広視界至近距離約30cm)

10倍30ミリ(WS-1030)多1去プクーレンズ付

（長さ約15cm至近距離約40cm)

¥8500 
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哀弊社ショ ールーム濱し侶格

●送金方法は現金書留にてお顔い致し ます。

●受；主後 1週問以内に発送致します。万一発送の遅れ

る場合には、ご連絡申し上げます。

●送料は別途¥1000いただきます。

●東京近辺の方は当社ショールームをごらん下さい．

●営業時問：午前10時一午後 5時

●土日喝および祭日は休業致します。

訂百ヒルカインタナショナル
~103 東京都中央区日和喬茅場町 I-10 
グリンヒル・ピル 3F 

ff 03(664) 3824~6 
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交流教育

青森県立盲学校中学部

‘,、
大畑中学 校と

-- |9ijじ釜の飯を食 ・） （中11¥1として ー一

七戸中学校と

クラプ活動に汁を流す

店人として—ー・
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少年自然の家で

— 幸糾を求め合う

人間として一一
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五所川原第二中学校と

一 喜びを分かち合う
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後 記
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数年前、何人かの親と 盲児が、公 I9［一般校の門をたたき 、統合教育の夜明け

として脚光をあひた。盲教育界は替否両論、激 しく ゆれ動いた。 しかし、わ

が国の教育体制は微動だにしなか った。

そこ に、 今回交流教育が登場 した。盲学校の先生の中には、これで統合教

育は終わり、これからは交流教育の時代だという声もあると聞く。 一方、交

流教育は、統合教育に移行する前段階の方式だという意見もある。

たが、いずれにして も、これからの盲児教育は単一の方式にのみたよるこ

とはできな い。学齢盲児の’質的変化にともない。ニードが多様化し、それに

対応するために多様な取り組み方が必嬰にな るからである。

交流教育こそ、盲児の学習効果を高め、社会性を増 し、 正眼児の理解を深

めるも っとも屯ましい方式だと、 短絡的に古うこともできない。交流教育に

より、正眼児と盲児の共同学習を経験した盲学校の先生が、将来、統合教育

の巡回教師の役割りを果たすようになることも考えられる。

もっ とも肝！炭なのは、教師杖団の自認と取り組みてはなかろう か。CT"T) 

視覚障害 1979年 9月 No.43

年間購読料 2,500円位拝料とも）

発行日 1979年 9月1日

発行者本間一夫

編集者松井新二郎

発行所 日本盲人福祉研究会

〒532 大阪市淀川区塚本3丁目12番
6 -30l 

屯話（06)309 -2 I O 0 

振替口座大阪 40270

印刷所合同印刷株式会社

〒130 東京都墨田区業平 2-9-13
電話（624)6 1 1 I（代表）

協賛団体 日本点字図書館

- 59 -




